






要約:川崎病による冠動脈障害にもとづく心筋灌流障害の検査法として，心筋コントラスト

エコーによる検討結果を報告した。今回は,冠動脈の重症狭窄性病変のために ACバイパス

手術を受けた症例 6例について,術後の心筋灌流の状態を,自己の冠動脈とグラフトから染

影し,冠動脈造影所見およびタリウム心筋イメージング所見と対比した。結論として，心筋

コントラストエコーは，自己動脈およびグラフトからの灌流状態を詳細に反映し,AC バイ

パス術後の心筋灌流の評価に有用であると考えた。 


